
  

 

『シュリー・バガヴァッド・ギーター』からの詩節 
 

第４章第 24節 
 

 

ブラフマンは儀式のささげものである。ブラフマンは供物であり、それはブラフマンが、それもま

たブラフマンである火にささげるものである。儀式のすべての要素がブラフマンによって満ちて

いることを完全に理解する者は、ブラフマン、すなわち絶対なる者を達成する。1 
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